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研究実績 

の概要 

本研究では，後期高齢者において頻度が高く，またフレイルとも強く関連する便秘・認

知症・心不全に特に注目し，これらの疾患と栄養状態・腸内環境の関わりについて特別養

護老人ホームに入所している高齢者を対象に調査を実施した．また，西日本豪雨被災地域

に立地する高齢者施設に入所している高齢者に，同じく被災地で作られた甘酒を提供す 

ることによって腸内環境や栄養状態への影響を検討すると同時に，食を通して地域包括ケ

アの充実ならびに地域住民の健康増進を図った．  

令和元年度は，真備町の高齢者施設（シルバーセンター後楽）において後期高齢者を対

象に米麹甘酒による介入研究を行った．研究には，医師，看護師，社会福祉士，介護支援

専門員，管理栄養士，食品衛生指導員の各職種が参加した．後期高齢者が抱える問題（フ

レイル，便秘，低栄養，認知症，心不全など）について腸内細菌叢とのかかわりに着目し

て検討を行った．甘酒介入前後で腸内環境に関するアンケートや血液検査，フレイルに関

する身体機能検査，BDHQ（自記式食事歴法質問票）による便秘や低栄養，認知症の状態に

ついての実態調査を行い，次世代シークエンスを用いた腸内細菌叢のデータとの相関につ

いて国立医薬基盤・健康・栄養研究所の人工知能を活用して解析を行った．更に，鳥取大

学医学部病態情報内科との共同研究で心不全と腸内細菌叢の関わりについて心不全特異

的血液検査および心エコー検査による調査を実施した． 

 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

令和２年度は，１年目と同じ調査項目に加え歯科医師である岡山大学大学院医歯薬学総

合研究科インプラント再生補綴学分野の窪木教授・大野助教らの協力を得て，オーラルフ

レイルについても調査規模を拡大するとともに，一部研究計画の改善も図りながらデータ

採集を進める予定であったが，新型コロナウィルス感染症の拡大防止を第一として介入研

究の実施は延期した．そのため，1年目の結果を踏まえ，特にフレイルのサブグループに

着目して国立医薬基盤・健康・栄養研究所のバイオインフォマティクスプロジェクトチー

ムの協力も得ながらクラスター解析を行った．その結果，同施設の入所者は，栄養法，GNRI

を指標とする栄養状態および排便状況などが鍵となって大きく３つのサブグループに分

かれることを発見し，さらに各グループ間で腸内細菌叢が異なることを見出した．腸内細

菌叢の違いからグループ間で差がある可能性が示唆された糞便中の有機酸（酢酸，プロピ

オン酸，琥珀さん，乳酸，ギ酸など），腐敗産物（フェノール，p-クレゾール，4-エチル

フェノール，インドール，スカトール），pH測定など代謝産物に関する測定を実施した． 
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